
2026年 10月 18日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒439番（KH姉） 

『世のため神は御子をば』 

 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4章 7~10節（MM姉） 

『愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は神から出るもので、愛する者は皆、神から生まれ、神を知っ

ているからです。愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです。神は、独り子を世にお遣わしに

なりました。その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に

示されました。わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけに

えとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒436番 

『神の大いなる愛』 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15章 12~22節（KT姉） 

『キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活な

どない、と言っているのはどういうわけですか。死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。

そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です。

更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本当に死者が復活しないなら、復活し

なかったはずのキリストを神が復活させたと言って、神に反して証しをしたことになるからです。死者が復活

しないのなら、キリストも復活しなかったはずです。そして、キリストが復活しなかったのなら、あなたがた

の信仰はむなしく、あなたがたは今もなお罪の中にあることになります。そうだとすると、キリストを信じて

眠りについた人々も滅んでしまったわけです。この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、

わたしたちはすべての人の中で最も惨めな者です。しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りにつ

いた人たちの初穂となられました。死が一人の人によって来たのだから、死者の復活も一人の人によって来る

のです。つまり、アダムによってすべての人が死ぬことになったように、キリストによってすべての人が生か

されることになるのです。』 

 

（祈り） 

 



礼拝讃美歌⇒265番（KH兄） 

『君召さずば』 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒:マタイによる福音書 27章 50~52節（KH兄） 

『しかし、イエスは再び大声で叫び、息を引き取られた。そのとき、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに

裂け、地震が起こり、岩が裂け、墓が開いて、眠りについていた多くの聖なる者たちの体が生き返った。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒156番 

『幕は裂けたれば』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 5章 1~11節（HK兄） 

『イエスがゲネサレト湖畔に立っておられると、神の言葉を聞こうとして、群衆がその周りに押し寄せて来た。

イエスは、二そうの舟が岸にあるのを御覧になった。漁師たちは、舟から上がって網を洗っていた。そこでイ

エスは、そのうちの一そうであるシモンの持ち舟に乗り、岸から少し漕ぎ出すようにお頼みになった。そして、

腰を下ろして舟から群衆に教え始められた。話し終わったとき、シモンに、「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁

をしなさい」と言われた。シモンは、「先生、わたしたちは、夜通し苦労しましたが、何もとれませんでした。

しかし、お言葉ですから、網を降ろしてみましょう」と答えた。そして、漁師たちがそのとおりにすると、お

びただしい魚がかかり、網が破れそうになった。そこで、もう一そうの舟にいる仲間に合図して、来て手を貸

してくれるように頼んだ。彼らは来て、二そうの舟を魚でいっぱいにしたので、舟は沈みそうになった。これ

を見たシモン・ペトロは、イエスの足もとにひれ伏して、「主よ、わたしから離れてください。わたしは罪深

い者なのです」と言った。とれた魚にシモンも一緒にいた者も皆驚いたからである。シモンの仲間、ゼベダイ

の子のヤコブもヨハネも同様だった。すると、イエスはシモンに言われた。「恐れることはない。今から後、

あなたは人間をとる漁師になる。」そこで、彼らは舟を陸に引き上げ、すべてを捨ててイエスに従った。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 4章 18~22節 

『イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、二人の兄弟、ペトロと呼ばれるシモンとその兄弟ア

ンデレが、湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。イエスは、「わたしについて来なさい。



人間をとる漁師にしよう」と言われた。二人はすぐに網を捨てて従った。そこから進んで、別の二人の兄弟、

ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、父親のゼベダイと一緒に、舟の中で網の手入れをしているのを御覧

になると、彼らをお呼びになった。この二人もすぐに、舟と父親とを残してイエスに従った。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 1章 16~20節 

『イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打ってい

るのを御覧になった。彼らは漁師だった。イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」

と言われた。二人はすぐに網を捨てて従った。また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、

舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇

い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行った。』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 20節（KH兄） 

『そして、彼はそこをたち、父親のもとに行った。ところが、まだ遠く離れていたのに、父親は息子を見つけ

て、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 18~19節 

『ここをたち、父のところに行って言おう。「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪

を犯しました。もう息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください」と。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 24節 

『この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったからだ。』そして、祝宴を始めた。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 1~3節 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒6番（KH兄） 

『遥かに迷いし』 

 

 

 

《建徳要旨》 


